
校長 新井 一也言葉と人権

体育祭や文化祭などの行事をとおして生徒の活躍と成長が見られた２学期

も残すところあとわずかとなりました。秩父夜祭や鉄砲まつりの声を聞くに

つれ、一年の終わりが近づいていることを実感します。

さて、毎年１２月１０日は「人権デー」と定められてい

ます。１９４８年１２月１０日に国際連合が世界人権宣言

を採択したことに由来しています。これを受けて、日本で

は法務省と全国人権擁護委員連合会によって「人権週間」

を制定し、関係機関・団体の協力の下で人権思想の普及高

揚に努めています 今月４日から１０日までの一週間を 第。 「

７７回人権週間」とし 『誰かのことじゃない 』というキ、 。

ャッチコピーで、私たち一人一人が様々な人権問題を自分

のこととして捉え、互いの人権を尊重し合うことの大切さ

について啓発しています。

。小鹿野中学校では１２月を６月に続いて２度目の人権月間と定めています

「今日のいいね 「友だちからのメッセージ」など、お互いのよさを認め合」、

い、相手を思いやる心を育てるための取組を実施します。特に、今回は「言

」 『 』 。葉と人権 という視点で 言葉づかい に関して生徒に重点的に啓発します

最近は乱暴な言葉をつかう生徒は少なくなってきましたが、友だち同士の

会話の中で悪気なく「死ね 「消えろ」などの言葉が飛び交ったり、相手の」、

容姿を馬鹿にするような発言がたまに聞こえてきたりすることがあります。

いくら仲のよい間柄とは言え、紛れもない人権侵害です。

近年は、ＳＮＳ上に自分の名前を隠して無責任に他人の悪口を書き込む行

為が問題となっています。匿名という環境を都合よく解釈し 「何をどれだけ、

言っても大丈夫」という誤った考えは許されるものではありません。

昭和女子大学総長の坂東眞理子氏は「よい友人関係をつくるのに一番肝心

なのは、友だちの悪口を絶対に他の人に言わないようにすること」と著書の

中で述べています 「うわさ話や悪口は広まりやすい 「もし、誰かに話して。 」、

しまったら必ず本人にも伝わることを覚悟すること 「ほめる言葉は本人が」、

いないところでいくらでも言っていいが、悪口や批判する言葉は絶対に言わ

ないと心に決めましょう」と綴っています。

「言葉は生き物」と言われ、つかい方によっては人を傷つけるナイフにな

ったり人を優しく包むコートになったりします。言葉は他人を傷つけてしま

うことがあることを理解し、聞く人の身になって言葉をつかうことが大切で

す。

「 」、本校では人権に関わる様々な取組をとおして 相手を思いやる言葉づかい

「相手の立場に立った言葉づかい」ができる生徒の育成に努めて参ります。

令和７年１２月１日小鹿野中学校だより第９号

さ 小 鹿



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 学 校 行 事 日 曜 学 校 行 事 

１ 月 採点処理日 部活動なし １６ 火 あいさつ運動 

２ 火 あいさつ運動 
１８ 木 

部活動休業日  

３ 水 講話集会 部活動なし 小鹿野町教育委員会学校訪問 

４ 木 部活動休業日 １９ 金 鹿中見守り隊下校見守り 

５ 金 生徒委員会 ２０ 土 中学生未来塾 

６ 土 中学生未来塾 ２２ 月 期末短縮 

９ 火 あいさつ運動 ２３ 火 期末短縮 学年集会 大掃除 給食終了 

１０ 水 生き方集会 伝統音楽体験（１９日まで） ２４ 水 ２学期終業式 ３年生通知書配付 

１１ 木 薬物乱用防止教室 部活動休業日 
25 木 

冬季休業日開始 ３年生通知書訂正受付 

１５ 月 要請訪問（５校時・１Ｂ学活） 私立受験者調査書配付 

 

 

 

 

 

1１/１（土）に文化祭、１１/６（木）・７（金）に学校公開の授業参観を行いました。 
文化祭では、音楽部の発表で幕を開け、合唱コンクール、英語弁論、文化部の発表、ソーラン隊の発表がありま

した。どの合唱や発表も、それぞれの持ち味を発揮した、素晴らしい内容になりました。スローガン「和気藹々～音
がつなぐ心のハーモニー～」のとおり学校全体が心をひとつにし、思いのこもった文化祭になりました。体育祭に
続き、文化祭においても、全校生徒でとても良い雰囲気でまとまりのある行事になりました。 

また、当日は２００名を超える多くの保護者・家族の皆様にもご来場いただきありがとうございました。 

学校公開日 文化祭 １１月１日（土）・６日（木）・７日（金） 

１２月の予定 スクールカウンセラー来校日  １２／９・２３（火） 

夏休み中に作品募集を行った「秩父税務署管内 国税モニター会主催 税に関する中学生
の標語」において、本校生徒の作品が各種の賞を受賞しました。 

【合唱コンクール最優秀賞】 

第１学年 １年Ｂ組 

第２学年 ２年Ａ組 

第３学年 ３年Ａ組 

【スローガン賞】 

２年Ｂ組 浅見さん 

税に関する中学生の標語 

秩父県税事務所長賞 「学ぼうよ 税のしくみと 町づくり」 （３年Ａ組 飯塚さん） 

小鹿野町長賞       「税金で しあわせいっぱい ありがとう」 （１年Ａ組 髙橋さん） 

小鹿野町教育長賞   「納税で 子供に託す 国の未来」 （２年Ａ組 髙田さん） 

【お知らせ】 学校閉庁日 １２月２９日（月）～１月３日（土）  ３学期始業式 １月８日（木） 

【鹿中ブログ公開中】 
生徒の活動や取組を紹
介しています。ぜひご
覧ください！ 

第５３回 小鹿野町歌舞伎・郷土芸能祭 １１月１６日（日） 

小鹿野町歌舞伎・郷土芸能祭に、本校の有志生徒で結成している鹿中歌舞伎座が出演し「青砥稿花紅彩画白
浪五人男稲瀬川勢揃之場」を披露しました。 
小鹿野歌舞伎保存会の皆様のご指導のもと、約半年間の稽古の成果を発揮し、役者も演奏も裏方も、生徒だけで
舞台を務めることができました。保存会の皆様やご協力を頂いた皆様に、心より御礼申し上げます。 

【寄付のご紹介】 秩父地区更生保護女性会小鹿野支部「清掃用品」 
秩父地区更生保護女性会小鹿野支部の皆様に御来校いただき、竹ぼうきとぞうきんを御寄贈いただきま

した。大切に使わせていただきます。ありがとうございました。 


